
新
分
野
へ
新
製
品
投
入
ブ
ラ
ジ
ル
に
営
業
拠
点

　
―
２
０
１
２
年
３
月
期
連

結
業
績
の
着
地
点
は
。

　
「
売
上
高
は

年
３
月
期

の
３
０
５
億
円
か
ら
３
―
５

％
増
え
、
３
１
５
億
―
３
２

０
億
円
に
な
る
見
通
し
だ
。

当
初
は
７
―
８
％
の
伸
び
を

見
込
ん
で
い
た
が
、
東
日
本

大
震
災
や
欧
州
経
済
の
減

速
、
円
高
が
影
響
し
た
。
新

興
国
経
済
も
外
国
資
本
逃
避

に
よ
り
減
速
し
た
」

　
―
４
月
以
降
の
外
部
環
境

を
ど
う
見
ま
す
か
。

　
「
米
国
が
回
復
基
調
に
あ

る
一
方
、
不
安
定
な
為
替
、

欧
州
危
機
や
国
内
の
民
間
設

備
投
資
動
向
も
不
透
明
で
予

断
を
許
さ
な
い
。
一
方
、
当

社
で
は
物
性
分
析
用
に
培
っ

た
技
術
を
医
療
用
に
応
用
す

る
な
ど
、
新
分
野
へ
の
進
出

を
目
指
す
。
連
結
売
上
高
で

５
％
前
後
の
伸
び
を
見
込

む
」

　
―
長
期
的
な
円
高
へ
の
対

策
は
。

　
「
海
外
へ
の
生
産
シ
フ
ト

よ
り
も

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ワ

ン
・
リ
ガ
ク

と
し
て
の
ト

ー
タ
ル
経
営
コ
ス
ト
を
徹
底

的
に
引
き
下
げ
る
。
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
や
生
産
手
法
の

見
直
し
、
研
究
開
発
の
効
率

化
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
る
。

他
方
、
当
社
独
自
の
技
術
を

深
め
、
非
価
格
競
争
力
を
つ

け
る
」

　
―
中
期
経
営
目
標
で
は

年
３
月
期
に
連
結
売
上
高
６

０
０
億
円
、
う
ち

％
に
当

た
る
４
０
０
億
円
を
海
外
で

稼
ぐ
計
画
で
す
。

　
「
当
社
の
現
製
品
群
を
広

げ
る
内
部
成
長
と
と
も
に
、

社
外
の
経
営
資
源
を
活
用
す

る
戦
略
的
提
携
、
協
業
、
Ｍ

＆
Ａ

合
併
・
買
収

を
推

進
す
る
。
Ｍ
＆
Ａ
の
目
的
は

従
来
の
内
部
成
長
支
援
中
心

か
ら
、
今
後
は
新
分
野
へ
の

進
出
に
よ
る
販
売
拡
大
が
中

心
に
な
る
。
昨
年
９
月
に
事

業
買
収
し
た
米
ベ
イ
ス
ペ
ッ

ク
の
携
帯
型
ラ
マ
ン
分
光
装

置
が
好
例
だ
。
ラ
マ
ン
分
光

と
Ｘ
線
の
技
術
を
融
合
さ

せ
、
新
製
品
を
開
発
し
て
い

く
」

　
「
海
外
拠
点
作
り
は
年
内

の
ブ
ラ
ジ
ル
を
最
後
に
完
了

す
る
。
次
は
各
地
域
の
販
売

力
強
化
に
移
る
。
現
地
の
販

売
代
理
店
と
組
み
、
並
行
し

て
サ
ー
ビ
ス
拠
点
も
整
備
す

る
。
１
、
２
年
で
進
め
る
」

　
―
企
業
改
革
を
推
進
す
る

た
め
の
社
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
「
昨
年

月
に
企
業
改
革

推
進
本
部
を
設
置
、
私
が
本

部
長
を
兼
務
し

人
で
始
動

し
た
。

年
初
に
も
Ｃ
Ｒ
Ｍ

顧
客
情
報
管
理

、
Ｐ
Ｌ

Ｍ

製
品
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

管
理

、
Ｅ
Ｒ
Ｐ

経
営
管

理
パ
ッ
ケ
ー
ジ

を
導
入
す

る
。
初
期
投
資
が
少
な
く
て

す
む
ク
ラ
ウ
ド
型
シ
ス
テ
ム

が
望
ま
し
い
。
営
業
部
隊
の

Ｉ
Ｔ
武
装
に
よ
り
ウ
ェ
ブ
を

使
っ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や

セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
、
営
業
活

動
を
効
率
化
す
る
」

会
社
デ
ー
タ

■本　　社 東京都昭島市松原町３―９―
■設　　立 年 月６日
■資　本　金 ４億円
■売　上　高 億円（ 年３月期連結）
■従　業　員 １１００人（連結）
■事業内容 Ｘ線回折装置、蛍光Ｘ線分析装置、熱

分析装置、Ｘ線非破壊検査装置の開発
・製造・販売

　研究用・工業用Ｘ線機器で約 ％の
国内シェアをもつリガク。昨年 月に
周年を迎え、「グローバル化の推

進」と「イノベーション（企業改革）
の断行」という二つの長期経営方針を
掲げた。「グローバル・ワン・リガク
（リガクは世界で一つ）」の思想の
下、グローバル活動のためのＩＴイン
フラ作り、経営スピードの向上と効率
化を積極的に推進する。

志村　晶　社長

リ　ガ　ク

全
製
品
群
を
集
結
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
供

　
―
足
元
の
状
況
を
ど
う
見

て
い
ま
す
か
。

　
「
東
日
本
大
震
災
、
原
発

事
故
、
タ
イ
の
洪
水
、
異
常

な
円
高
進
行
な
ど
未
曽
有
の

厳
し
い
環
境
下
に
置
か
れ
て

い
る
が
、
過
去
数
年
に
わ
た

る
経
営
構
造
改
革
の
遂
行
に

よ
り
利
益
水
準
は
改
善
し
て

い
る
。
ま
た
、
半
導
体
不
況

と
競
争
激
化
で
苦
戦
し
て
い

た
半
導
体
事
業
も
電
子
ビ
ー

ム
描
画
装
置
４
台
の
受
注
が

確
定
し
、
財
務
体
質
は
確
実

に
改
善
し
て
い
る
」

　
―
製
品
・
技
術
戦
略
を
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

　
「
競
争
力
の
あ
る
装
置
を

開
発
す
る
こ
と
が
事
業
拡
大

の
要
諦
で
あ
る
。
世
界
最
高

レ
ベ
ル
の
原
子
分
解
能
分
析

電
子
顕
微
鏡

Ｊ
Ｅ
Ｍ
―
Ａ

Ｒ
Ｍ
２
０
０
Ｆ

、
業
界
で

初
め
て
マ
ル
チ
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
を
採
用
し
直
感
的
操
作
を

実
現
し
た
分
析
走
査
電
子
顕

微
鏡

Ｉ
ｎ
Ｔ
ｏ
ｕ
ｃ
ｈ
Ｓ

ｃ
ｏ
ｐ
ｅ

、
小
惑
星
イ
ト

カ
ワ
の
微
粒
子
分
析
に
も
使

わ
れ
て
い
る

電
子
プ
ロ
ー

ブ
マ
イ
ク
ロ
ア
ナ
ラ
イ
ザ
、

検
体
・
試
薬
の
超
微
量
化
と

高
速
分
析
処
理
を
実
現
し
た

生
化
学
自
動
分
析
装
置

Ｂ

ｉ
ｏ
Ｍ
ａ
ｊ
ｅ
ｓ
ｔ
ｙ

な

ど
受
注
は
引
き
続
き
好
調
で

あ
り
、
い
ず
れ
も
特
徴
あ
る

製
品
だ
。

年
を
超
え
て
築

き
上
げ
て
き
た
最
先
端
の
技

術
力
で
世
界
の
科
学
技
術
を

支
え
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
い
く
」

　
―
新
興
国
な
ど
海
外
で
の

事
業
戦
略
に
つ
い
て
は
い
か

が
で
す
か
。

　
「
創
立
当
初
か
ら
常
に
世

界
で
戦
う
こ
と
を
意
識
し
た

事
業
展
開
を
し
て
お
り
、
特

に
欧
米
市
場
で
は
古
く
か
ら

自
前
の
営
業
・
サ
ー
ビ
ス
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い

る
。

Ｊ
Ｅ
Ｏ
Ｌ
ブ
ラ
ン

ド

は
世
界
で
広
く
知
ら
れ

て
い
る
。
新
興
国
で
は
中
国

・
ブ
ラ
ジ
ル
・
ロ
シ
ア
・
イ

ン
ド
に
現
地
法
人
を
設
立

し
、
近
々
タ
イ
に
テ
ク
ニ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
。

既
存
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
サ
ポ
ー

ト
強
化
や
新
規
ユ
ー
ザ
ー
の

開
拓
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市

場
に
即
し
た
施
策
を
行
い
、

当
社
の
総
合
力
を
発
揮
し
て

世
界
市
場
で
の
競
争
力
を
強

化
し
て
い
く
」

　
―
今
後
の
見
通
し
は
。

　
「
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以

降
、
グ
ル
ー
プ
関
係
会
社
の

再
編
や
固
定
費
・
コ
ス
ト
削

減
な
ど
を
推
し
進
め
て
き
て

お
り
、
会
社
の
実
力
は
確
実

に
つ
い
て
き
て
い
る
。
取
り

巻
く
世
界
環
境
は
想
像
を
超

え
る
勢
い
で
変
化
し
て
い
る

が
、
東
日
本
大
震
災
や
タ
イ

の
洪
水
で
被
災
し
た
日
本
企

業
の
多
く
は
そ
の
後
の
懸
命

な
努
力
で
急
回
復
し
て
い

る
。
当
社
も
外
部
環
境
の
動

向
に
た
じ
ろ
ぐ
こ
と
な
く
、

信
念
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
Ｖ
字
回
復
を
達
成
し
て
い

き
た
い
」

会
社
デ
ー
タ

■本　　社 東京都昭島市武蔵野３―１―２
■設　　立 年５月 日
■資　本　金 億 万円
■売　上　高 億 万円（ 年３月期）
■従　業　員 ２９２６人
■事業内容 電子顕微鏡などの理科学・計測機器、

半導体関連機器、産業機器、医用機器
などの開発・製造・販売

　ハイエンド理科学・計測機器の製造
・販売を事業とする日本電子（ＪＥＯ
Ｌグループ）。１社でこれほど幅広い
ラインアップを持つ企業は世界的にも
他に例がない。その強みを生かし、グ
リーンテクノロジーや食品分析などア
プリケーションサイドから光を当てた
セミナーを開催しており、同社の全製
品群を集結した最適ソリューションの
提供を行っている。

栗原権右衛門社長

日本電子

サ
ー
ボ
試
験
機
が
伸
長
加
振
や
駆
動
部
品
向
け

　
―
足
元
の
受
注
環
境
は
。

　
「
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後

に
落
ち
込
ん
だ
受
注
は
２
０

１
０
年
１
―
３
月
期
か
ら
回

復
に
向
か
い
、

年
３
月
期

は
過
去
最
高
の
約
１
２
０
億

円
と
な
っ
た
。
ピ
ー
ク
は

年
４
―
９
月
期
ま
で
続
き
、

月
以
降
に
は
中
国
な
ど
東

南
ア
ジ
ア
向
け
が
落
ち
着
き

平
常
の
動
き
に
戻
っ
た
。
ピ

ー
ク
は
一
巡
し
た
と
は
い

え
、
受
注
は
依
然
と
し
て
高

い
水
準
に
あ
る
」

　
―
４
月
以
降
の
需
要
動
向

を
踏
ま
え
、
２
０
１
３
年
３

月
期
を
展
望
す
る
と
。

　
「
タ
イ
ヤ
向
け
バ
ラ
ン
シ

ン
グ
マ
シ
ン
は
中
国
の
設
備

投
資
が
一
巡
し
、

年
３
月

期
と
同
等
か
若
干
落
ち
る
と

見
て
い
る
。
逆
に
電
気
サ
ー

ボ
モ
ー
タ
ー
試
験
機
は
伸
長

す
る
。

年
３
月
期
の
受
注

残
高
は
為
替
の
影
響
で
多
少

目
減
り
し
て
も

億
円
強
を

確
保
で
き
そ
う
な
た
め
、

年
３
月
期
は
売
上
高
、
受
注

高
と
も
１
１
０
億
―
１
１
５

億
円
を
狙
う
。
利
益
も
今
期

と
同
等
レ
ベ
ル
を
目
指
す
」

　
―
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
ー
関
連

事
業
の
事
業
戦
略
は
。

　
「
柱
の
一
つ
が

地
震
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
加
振
シ
ス

テ
ム

だ
。
構
造
物
を
台
の

上
に
載
せ
、
地
震
振
動
を
与

え
る
こ
と
で
影
響
を
調
べ
ら

れ
る
。
台
を
縦
６

×
横
６

に
大
型
化
す
る
一
方
、
価

格
は
２
億
円
以
下
と
従
来
の

油
圧
式
の
５
億
円
超
よ
り
安

く
提
供
す
る
。
ゼ
ネ
コ
ン
や

鉄
道
車
両
メ
ー
カ
ー
、
研
究

所
、
大
学
に
拡
販
す
る
」

　
「
車
関
連
で
は

回
転
ね

じ
り
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム

を
シ
リ
ー
ズ
化

し
て
提
供
す
る
。
実
際
に
駆

動
部
品
が
必
要
と
す
る
負
荷

や
耐
久
性
を
再
現
し
、
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
。
あ

ら
ゆ
る
駆
動
系
シ
ス
テ
ム
に

対
応
で
き
る
よ
う
４
種
類
の

試
作
機
を
提
案
中
だ
。
価
格

は
油
圧
式
の
約
半
額
。
国
内

の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、
駆
動

部
品
メ
ー
カ
ー
に
販
売
し
、

韓
国
や
中
国
、
米
国
で
も
提

案
す
る
。

年
３
月
期
に
は

サ
ー
ボ
モ
ー
タ
ー
関
連
で
売

上
高
、
受
注
高
と
も

億
円

を
達
成
し
た
い
」

　
―
海
外
で
は
中
国
、
韓

国
、
米
国
に
生
産
拠
点
が
あ

り
ま
す
。

　
「
早
く
か
ら
海
外
に
出
て

共
通
部
品
の
海
外
生
産
を
始

め
た
。
こ
こ
数
年
は
出
荷
ベ

ー
ス
で
海
外
が
約

％
を
占

め
、
東
南
ア
ジ
ア
向
け
が
中

心
だ
。
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
マ
シ

ン
を
中
心
に
生
産
す
る
中
国

の
現
地
子
会
社
で
は
、
来
年

３
月
ま
で
に
工
場
床
面
積
を

現
状
比
１
・
５
倍
に
増
築
す

る
。
２
輪
車
向
け
中
心
か
ら

車
向
け
も
生
産
し
、
現
行
の

年

台
か
ら
２
倍
の
年

台

に
増
産
す
る
。
円
高
対
策
の

一
環
で
現
地
生
産
比
率
を
約

％
か
ら

％
に
引
き
上

げ
、
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
を
追

求
す
る
」

会
社
デ
ー
タ

■本　　社 東京都多摩市永山６― ―１
■設　　立 年６月６日
■資　本　金 億 万円
■売　上　高 億円（ 年３月期予想）
■従　業　員 ２９７人（連結）
■事業内容 自動車およびタイヤ業界向け各種計測

装置、モーターおよび回転機器を対象
とする試験計測装置など各種自動検査
装置の製造・販売

　振動計測技術をベースに、自動車の
タイヤやモーターなどの振動を測定
し、「釣り合いよさ」を計測するバラ
ンシングマシンを手がける国際計測
器。専門メーカーとして日本でトップ
シェアを獲得するとともに、回転機器
の品質向上にも貢献している。ここ数
年、電気サーボモーター式振動試験機
の開発に取り組み、中期の成長事業と
して期待されている。

松本繁社長

国際計測器

東京・多摩エリアの有力〈企画・制作〉西東京支局
　　 ２０１２年 平成２４年 ３月２８日 水曜日 【広告特集】 （ ）


